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FC 32 42 25 5cm

△AFCは AF＝FC＝CA の正三角形で, 一辺の長さは(2)
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(1) 三角すいB-AFCの底面を△ABF, 高さをBCとすると４．
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以上

3cm

EP 2cmEP2 AP2 AB2 3 1 2

AP 22 11 3cm

1辺2cmの正三角形の半分である。

△ADPは 直角三角形だから ∠ADP＝60°のとき, ∠APD＝30°で, (3)
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辺ADと辺FG間の距離＝AF＝ AE2 EF2 12 22 5 cm

AD//FG だから, 点Pが辺FG上にあるとき, △APDの面積は一定である。(2)
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AP 12 12 2cm

のときEP 1cm

△ADPは ∠DAP＝90°の直角三角形である。(1)６．
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